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16.  Abstract 

この研究では、1983 年から 2014 年までの運転免許所持の割合と年齢の相関の

変化を調査した。2008 年と 2011 年のデータも含む。調査には、米国連邦道路管理局

のデータを使用した。	 

主要な 3つの結果は以下の通りである。:	 

・16 才から 44 才では、免許所持の比率が調査年毎に継続して減少している。	 

例えば、20 才から 24 才の割合はそれぞれ、1983 年、2008 年、2011 年、	 

そして 2014 年は、91.8%、82.0%、79.7%そして 76.7%であった。	 

	 	 	 ・45 才から 69 才では、運転免許所持は 1983 年から 2008 年で増加している。	 

そして、2008 年から 2014 年まで継続的な減少が続いている。	 

例えば、60 才から 64 才の割合はそれぞれ、1983 年、2008 年、2011 年、	 

そして 2014 年は、83.8%、95.9％、92.7%、そして、92.1%であった。 
・70 才とそれ以上では、1983 年から 2008 年で運転免許所持の割合が増加して

いる。そして、2008 年から 2011 年でも増加が続いていた。そして、2011

年から 2014 年で減少している。1983 年、2008 年、2011 年、そして 2014 年

の割合はそれぞれ、55.0%、78.4%、79.2%、そして 79.0%だった。 
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